
第２回
特別支援学級運営充実推進委員会

徳島県教育委員会
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資料１

第１回特別支援学級運営充実推進委員会
における提案等の反映状況について
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・「あどばいすタイム」の取組の充実を図ってほしい。

・講義内容や相談タイムの充実と，オンデマンド配信

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P4 1-(1)

オンデマンド
配信を開始 !!



・e-ラーニング問題の内容充実を図ってほしい。

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P4 1-(1)

鳴門教育大学
発達臨床センターとの連携

各専門分野の問題作成
(例)
・障がい種別の具体的な支援方法
について
・医療的ケアや服薬について

約１００問を総合教育センターＨＰに，
新規掲載（10月・１月）

集団活動を嫌がる自閉症児に，どのような対応をしますか？
望ましい対応について述べた文章を１つ選んでください。

3

１０領域９９項目１１８５問 !!

・「特別支援まなびの広場」のサイト内の整理とSNS発信
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・まなびの広場が整理されておらず，分かりにくい。
・メルマガ等のSNSで配信してはどうか？

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P4 1-(1)

項目・目次の整理

各種情報を発信！
・研修内容
・報告会の案内
・イベント情報

2023年2月1日現在
49投稿



・モデル校での取組をどのように共有し，地域の小・中学校に定着
させていくか。

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P5 1-(2)

令和4年度特別支援教育実践研究報告会
・県下小中学校各1名以上の参加を依頼
・第1部 令和５年1月12日オンライン開催
参加申込数 県内289人 県外163人

・モデル校３校の発表

・オンデマンドで配信予定

令和５年度
「特別支援教育アドバンスセミナー」
を実施予定（最新の研究知見を発信）

特別支援学級での取組 ２校
ポジティブな行動支援 １校
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・特別支援学級ハンドブックの作成

・特別支援学級を担任する
小学校・中学校教職員を対象に作成
（資料２）

１） 特別支援教育についての概要
２） 児童生徒理解と支援について
３） 特別支援学級における学習活動
４） 取組の具体事例
５） 評価のポイント
６） 連携のポイント
７） 関係する法令 等

各小・中学校，及び，市町村教育委員会に，
３月に配付予定

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P4 1-(1)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況



・特別支援学級担任教員に求められる専門性チェックシート（資料３）
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・特別支援学級担任に求められる専門性の評価方法を検討すること。

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

１ 特別支援学級に関わる教員の専門性の向上：報告書P5 1-(2)

「とくしま教員育成指標」<改訂版>」
と関連

・ 児童生徒の実態や保護者の
想いから学ぶ態度
・ 基礎的・基本的な知識
・ 学習指導や支援の技能
・ 連携や理解推進への取組
・ 特別支援教育に関する情報
を収集する力

等
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・「ポジティブな行動支援」をさらに浸透するための方策を検討して
ほしい。

２ 校内支援体制の充実・連携強化:報告書P6 2-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

アドバイザーとの連携により
「ＰＢＳ実行度尺度」を実施予定

「ポジティブな行動支援」充実の要となる
「特別支援教育巡回相談員」研修の充実

実践事例集Ⅲ刊行予定（３月）
・中学校での実践紹介
・実践校の管理職からのメッセージ！

ＰＢＳの深化・浸透を拡充するための
オンデマンド教材の公開

実践に，即活かせる演習形式の研修

※「特別支援
まなびの広場」に
動画１５本を公開中
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・「ポジティブな行動支援」における管理職の意識の高め方は？
・校内支援委員会「プチ」の取組を県内の学校に広げてほしい。

２ 校内支援体制の充実・連携強化：報告書P7 2-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

○管理職を対象とした研修で周知
・学校リーダー研修

・４月２５日～６月３０日 【悉皆研修】
（オンライン視聴）

・ ６月２８日 【選択研修】

※令和５年度
新任教頭等を対象に研修予定

○校内支援委員会「プチ」のロールプレイ
・特別支援教育コーディネーター研修会
・令和４年１２月８，１６日
・参加者：９０名
・講師：特別支援教育巡回相談員

ポジティブな行動支援
の実践例

校内支援委員会「プチ」の様子
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・手厚い支援が必要な子どもに対する支援方法について教えてほしい。

２ 校内支援体制の充実・連携強化：報告書P6 2-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

○研修動画７本を作成予定
「個別に配慮・支援が必要な子どもへの支援を充実させるために」
・問題行動の機能を把握した上での目標設定
・支援のための手がかりやヒントの種類や使い方
・トークンエコノミーシステムの概要 等

○特別支援学級コンサルテーション
を実施

学校コンサルテーションの様子

・専門家の指導・助言を受けながら実施
・指導目標を具体化し，客観的な記録で
評価
・支援チーム全体で記録をもとに
指導方法を改善
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・「特別支援教育推進月間」の実施（６月，１１月）

・１１月のe-ラーニングアクセス件数
８６６３件

・１１月の
「ポジティブな行動支援研修動画」
視聴回数 ２４０１回

ポジティブな行動支援研修動画

２ 校内支援体制の充実・連携強化：報告書P7 2-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況
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・パンフレット「特別支援教育に関する関係機関との連携ってどう
すればいい？」について，事例で具体的に示してほしい。
・「親の会」も相談機関の中に入れてほしい。

・教員からの意見や使用感も集約し，改善！（資料４）

・令和５年度に小中学校へ配付・活用！

３ 関係機関等との連携の充実：報告書P8 3-(1)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

「その他の関係機関」として
「当事者団体」を記載

事例内容の整理・追加
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・「地域別事例検討会」の実施

・特別支援学級担任者による事例検討の実施

・ 全１０回開催
・ ３６５名の教職員が参加
・ 各回，約１０グループで事例検討
・ オンライン開催では，Zoomの
「ブレイクアウトルーム」機能を
活用

・ 各特別支援学校センター的機能
を活用

・ 特別支援教育巡回相談員及び
指導主事による助言

３ 関係機関等との連携の充実：報告書P8 3-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

委員提言を受けた具体的取組状況

Zoomの「ブレイクアウトルーム」機能
を活用したグループ検討

参加者からの感想

・ 校内連携や地域連携への
意識が高まった。

など

・特別支援学級担任向け掲示板の設置

モニターによる試験的運用
・令和4年8月
→巡回相談員を対象

・令和4年11月
→特別支援学級担任及び
巡回相談員を対象

令和５年度
西部モデル地域において
本格的運用実施 14

委員提言を受けた具体的取組状況

３ 関係機関等との連携の充実：報告書P8 3-(2)

第１回推進委員会における委員からの提案等

掲示板への書き込み例

次年度への要望

・ 指導や教材教具の工夫が
知りたい。

など



・本委員会の取組をマトリックス図にして，可視化すること。

委員からの御意見等を受けた取組と現在の状況

・各種取組を整理（資料５）

４ その他

第１回推進委員会における委員からの提案等

※学校・教職員へ周知し，
組織的に特別支援教育を推進！

県の取組 学校の取組 個人の取組

特
別
支
援
学
級
に
関
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る

教
員
の
専
門
性
の
向
上
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内
支
援
体
制
の
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実
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縦軸→①「特別支援学級に関わる
教員の専門性の向上」

②「校内支援体制の充実・
連携強化」

③「関係機関等との連携の
充実」

横軸→①「県の取組」
②「学校の取組」
③「個人の取組」
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・講演会「場面緘黙の子どもの理解と援助」の開催

「講演会チラシ」の裏面を確認の上，
「メール」又は「ファクシミリ」で
お申し込みください。

鳴門教育大学との共催による取組

開催日時：令和５年２月１１日（土）
１４：００～１６：００

会 場：鳴門教育大学 講堂

・「場面緘黙」についての理解推進
・「場面緘黙」の子どもへの支援や配慮

４ その他

委員からの御意見等を受けた取組と現在の状況

第１回推進委員会における委員からの提案等

「講演会」への参加を御希望の場合


